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１．研究の動機と目的 

 「観客動員」とは長い間プロ野球ファンにとって球団人

気のバロメータでありながら何か胡散臭いイメージを抱

かせる響きであった。いつ頃からかははっきりしないがプ

ロ野球は観客動員をごまかすのが当たり前になっていた

からである。それを許す環境を作る要因が実数発表をしな

いシステムだった。オーナーも、スポンサーも、メディア

も、選手も、ファンもそれを黙認していた。これが正され

るのに半世紀かかったというのはあまりにも馬鹿げてい

る。 

球界再編問題を受けて迎えた２００５年度シーズンか

らプロ野球はようやく正式に実数を発表することに決め

た。実数発表へと切り替わった２００４年度から２００５

年度にかけてパシフィック・リーグでは約１０，６８４，

０００人から８，２５２，０４２人、セントラル・リーグ

でも約１３，７７０，０００人から１１，６７２，５７１

人と、ともに２００万人以上の減少が明らかになった。正

常になった２００５年度から２００６年度を比べると

パ・リーグが８，５２６，５９４人、セ・リーグが１１，

８７７，６８６人でありそれぞれ増減は２０万人台である。

このような事実を突きつけられると観客動員について考

えるとき、多いときには１万人単位でさば読んでいたデー

タには、おおまかなイメージとして以上の価値は無くなっ

てしまう。したがって実数発表になってはじめて研究の対

象になったとも言える。筆者は幸運にもこのようなタイム

リーな時期に卒業研究に取り掛かる機会を得たわけであ

る。 

実数発表２年目を迎えた２００６年、時期尚早かもしれ

ないが今の段階で実数発表をもとに、プロ野球の実態を探

っていくというのが今回の研究の趣旨である。目的がこの

ように抽象的なものなので、おそらくこうなるだろうとい

う予測しながら資料を集める、明確な目標に向かって突き

進むといった研究にはなり得ない。したがってこの研究は

全体的に見るのでなく、章ごと、節ごとに見ていただくの

が正しい見方となることを最初に記しておく。そのうえで

総括的に見て何か感じてもらえればよいと思っている。 

 

２．研究の方法 

公式に発表されているパシフィック・リーグ、セントラ

ル・リーグのレギュラーシーズン全８４６試合の観客動員

数をもとにすべての研究は行っている。つまり本研究で使

用されるそれ以外２００６年度のプロ野球観客動員につ

いての数値はすべて筆者が作成したものである。 

また、観客動員を語るうえで不可分な存在である球場に

ついて知らずに研究をすることはできないので、２００６

年度現在プロ野球で本拠地として使用されている１３球

場すべてに直接足を運んで、そこで得た知識、感覚を研究

に盛り込んだ。 

 

３．各章の内容 

第１章 

プロ野球の観客動員が実数発表にいたるまでの歴史と、

他のスポーツの実数発表の状況について述べる。 

第２章 

 プロ野球で使用されている本拠地１３球場について筆

者が実際に見たことを中心に詳しく解説する。また、２０

０６年度プロ野球の地方開催で使用された、あるいはされ

る予定だった地方球場のデータを示す。 

第３章 

本研究の核とも言うべき章である。２００６年の観客動

員を筆者独自の資料を利用してグラフなどで解説する。主

な内容は、 

１．２００６年度主催試合の基本的考察 

２．オリックス・バファローズの本拠地問題 

３．地方開催 

４．新庄の引退宣言による影響 

５．松坂大輔の登板日 

６．曜日から見る観客動員 

７．月別観客動員 

などである。前半の内容では特に満員率という収容人数に

対する観客動員の割合のデータを重視した。５，６節につ

いては人気という抽象的なものを数値上で確認すること

に挑んでいる。 

第４章 

 現在のメジャー・リーグ、J リーグなどの状況をもとに

今後観客動員を増やしていくうえで何が必要かを考える。 


